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｢やさい王国｣の恵み
─ 歴史と想いが詰まった、おいしい野菜 ─

「やさい王国」といえば、今や昭和村の代名詞であると言っても過言ではないほど、
高原野菜は圧倒的な生産量を誇っています。しかし、こうした村の繁栄は一

いっ

朝
ちょう

一
いっ

夕
せき

にできあがったものではありません。かつては水のない、荒れた原野が広がってい
た昭和村が、いかにして「やさい王国」に変貌を遂げたのか、その激動の歴史に関
わり、そして今を支える方々のお話をもとに見ていきます。

秋も深まった早朝、寒空の下で収穫を待つほうれん草

特集
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広大な原野を切り拓
ひ ら

く
　　　　　　　　　　　―「やさい王国」の開拓―

昭和村が「やさい王国」となる礎を築いた先人たち。中でも、
広大な赤城の大地を切り拓いた開拓者やそれを支えた人々、そ
して、その精神を受け継ぐ現代の農家の生きざまに迫ります。

水
に
苦
労
し
た
初
代
開
拓
者

　

赤
城
山
の
北
西
麓
に
扇
状
に
広
が
り
、

片
品
川
に
沿
っ
て
国
内
有
数
の
河
岸
段
丘

が
発
達
し
た
昭
和
村
。

　

古
く
か
ら
家
や
田
畑
が
あ
っ
た
川
沿
い

の
地
域
と
、
開か
い

墾こ
ん

が
進
ん
で
い
た
中
野
・

大
河
原
地
区
に
対
し
、
赤
城
原
や
追
分
、

赤
谷
な
ど
に
ま
た
が
る
、広
大
な
地
域
は
、

戦
時
中
に
旧
日
本
軍
に
買
収
さ
れ
て
演
習

地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

終
戦
間
も
な
い
昭
和
21
年
。食
糧
増
産
と
、

失
業
者
や
旧
植
民
地
か
ら
の
帰
国
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
、
赤
城
の
開
拓
が
始
ま
り
ま
し

た
。
対
象
と
な
っ
た
約
700
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
旧

演
習
地
が
開
放
さ
れ
、
群
馬
県
の
選
考
な
ど

を
経
た
入
植
者
が
多
く
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

初
代
開
拓
者
の
廣
田
忠
一
さ
ん（
赤
城

原
第
二
）が
入
植
し
た
の
は
、
昭
和
27
年
。

当
時
、
弱
冠
20
歳
だ
っ
た
廣
田
さ
ん
は
、

す
で
に
入
植
し
て
い
た
方
々
と
と
も
に
原

　

希
望
を
も
っ
て
赤
城
の
大
地
に
入
植

し
た
開
拓
者
た
ち
。
彼
ら
が
現
実
と
向

き
合
っ
て
き
た
事
実
は
、
昭
和
村
の
歴

史
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の
歴
史
の
一
部

を
写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

野
を
切
り
拓
き
、
農
業
に
精
を
出
し
ま
し

た
。
水
に
恵
ま
れ
な
い
高
原
で
は
、
夏
は

と
う
も
ろ
こ
し
や
大
豆
、
冬
は
大
麦
や
小

麦
な
ど
穀
物
栽
培
が
中
心
。「
特
に
水
に

苦
労
し
た
の
が
、
私
た
ち
初
代
開
拓
者
。

水
を
確
保
す
る
た
め
の
運
動
を
、
み
ん
な

で
熱
心
に
行
い
ま
し
た
」と
廣
田
さ
ん
。

　

そ
の
か
い
あ
っ
て
、
昭
和
41
年
に
念
願

の
赤
城
北
ろ
く
土
地
改
良
事
業
の「
畑
地

か
ん
が
い
用
水
」が
完
成
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
開
拓
の
苦
労
の
歴
史
を
後
世
に
残

そ
う
と
、
廣
田
さ
ん
が
中
心
と
な
り
赤
城

原
開
拓
記
念
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

借
金
あ
り
き
だ
っ
た
開
拓

原
浩
一
郎
さ
ん（
赤
城
原
第
二
）は
、

営
農
指
導
に
携
わ
っ
た
嶋
本
暢
一
さ
ん

（
赤
城
原
第
一
）と
と
も
に
、
初
代
開
拓
者

や
、
後
を
継
い
だ
二
代
目
の
方
々
を
赤
城

開
拓
農
協(

赤
城
原)

の
立
場
か
ら
支
え
、

苦
楽
を
共
に
し
て
き
ま
し
た
。

開
拓
者
の
精
神
を
未
来
に

　

初
代
開
拓
者
が
切
り
拓
き
、
二
代
目
が

発
展
さ
せ
て
く
れ
た
農
業
を
受
け
継
い
だ
、

開
拓
三
代
目
の
星
野
高
章
さ
ん（
追
分
）。

　

三
代
目
は
貧
し
い
思
い
を
せ
ず
、
不
自

由
な
く
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
た
と
語

る
星
野
さ
ん
は「
私
た
ち
に
と
っ
て
、
開

拓
の
苦
労
話
は
父
や
祖
父
の
こ
と
だ
か
ら

身
近
に
感
じ
る
が
、
世
代
が
移
り
変
わ
っ

て
い
く
と
昔
話
に
な
り
現
実
味
が
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
」と
も
話
し
ま
す
。

　

従
業
員
や
外
国
人
技
能
実
習
生
を
雇
用

し
て
農
園
を
経
営
す
る
星
野
さ
ん
。
農
業

の
形
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
中

で
試
行
錯
誤
を
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

星
野
さ
ん
は「
三
代
目
と
し
て
大
事
な

こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、よ
り
良
い
こ
と
、

新
し
い
こ
と
に
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
こ
と
が
開
拓
者
精
神
に
通
じ
る
の
で
は

な
い
か
」と
常
に
前
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

初代開拓者
廣田　忠一さん（赤城原第二）

元赤城開拓農協
原　浩一郎さん（赤城原第二）

開拓三代目
星野　高章さん（追分）

原
さ
ん
は「
開
拓
史
が
綴つ
づ

ら
れ
る
と

し
た
ら
、
最
初
に
出
て
く
る
言
葉
は
『
は

じ
め
に
借
金
あ
り
き
』
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」と
言
い
ま
す
。
お
金
や
住
む
家

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
は
肝
心
な
農
業

経
験
も
な
い
状
況
で
、
農
機
具
や
家
畜
を

手
に
入
れ
て
営
農
し
、
生
活
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
常
に
融
資
を
必
要
と

し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
開
拓
者
に
と
っ

て
、開
拓
農
協
は
生
活
と
営
農
を
守
る
砦
。

　

で
も
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

「
開
拓
農
協
で
お
酒
が
販
売
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
雨
の
日
に
は
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て

き
て
、
缶
詰
を
開
け
て
酒
を
飲
み
な
が
ら

語
り
合
い
、
に
わ
か
に
サ
ロ
ン
の
風
景
が
広

が
り
ま
し
た
」と

原
さ
ん
。

　

昭
和
40
年
に
な
る
と
開
拓
農
協
に
ト
ラ

ク
タ
ー
が
導
入
さ
れ
、
さ
っ
そ
く
耕
う
ん
の

希
望
者
が
殺
到
し
た
そ
う
で
す
。「
赤
城
の

地
に
ト
ラ
ク
タ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
が
轟ご
う

音お
ん
を
立

て
て
鳴
り
響
き
、
近
代
農
業
に
変
わ
っ
た

と
い
う
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
し
た
」
原
さ

ん
は
懐
か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

時
は
流
れ
、
昭
和
48
年
に
開
拓
農
協
制

は
そ
の
役
目
を
終
え
、
一
般
農
政
に
移
行

す
る
こ
と
に
。
し
か
し
、
多
く
の
農
家
は

ま
だ
借
金
が
残
っ
た
状
況
だ
っ
た
た
め
、

そ
れ
を
ま
と
め
て
公
庫
資
金
に
乗
り
換
え

清
算
し
て
い
き
ま
し
た
。
原
さ
ん
は「
も

し
登
記
簿
を
と
っ
た
時
に
、
そ
の
中
に
抵

当
権
の
設
定
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
先
祖

が
開
拓
で
苦
労
し
た
証
。
勲
章
で
あ
る
と

思
っ
て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

「やさい王国」の恵み
 ―歴史と想いが詰まった、おいしい野菜―

特
集

写
真
で
振
り
返
る

戦
後
の
開
拓
時
代

もう一つの開拓農協、赤城高原開拓農協
(追分)で活躍した最初のトラクター。

貧しく厳しい生活でも、こいのぼりをあげ
て子どもたちの健やかな成長を願った。

毎日遠くまで、生活のための湧水をくみに
行くのは子どもたちの仕事だった。

開拓初期の箱
はこ

堀
ぼり

農法。原野を筋状に堀って
左右にはねあげ、その上に種をまいた。

桐生市から入植した方 （々桐生地区）は、市
が寄贈したテントで共同生活していた。

ぼ
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赤
城
西
麓
用
水
の
施
設

乾
い
た
大
地
を
潤う

る
お

す

―
「
や
さ
い
王
国
」
の
農
業
用
水
―

干
ば
つ
地
帯
だ
っ
た
赤
城
の
大
地
。
そ
こ
に
、
い
か
に
し
て
農
業
用
水

を
調
達
し
、
さ
ら
に
関
東
屈
指
の
き
れ
い
な
水
で
『
お
い
し
い
』
野
菜

が
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

用
水
」
が
完
成
。
６
２
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

大
地
が
潤
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
赤
城
北
ろ
く
土
地
改
良
区
が
維
持

管
理
す
る
赤
城
北
ろ
く
用
水
は
、
鷹
ノ
巣

川
を
は
じ
め
３
つ
の
水
源
か
ら
取
水
し
て

５
つ
の
貯
水
池
に
導
水
し
て
お
り
、
村
内

は
中
野
地
区
か
ら
松
ノ
木
平
地
区
ま
で
の

生
活
用
水
を
ま
か
な
う
と
と
も
に
、
東
中

野
、
追
分
、
赤
谷
、
赤
城
原
、
松
ノ
木
平

に
農
業
用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

清
流
が
潤
す
赤
城
西
麓
用
水

　

昭
和
56
年
、
沼
田
市
利
根
町
、
昭
和
村
、

渋
川
市
赤
城
町
・
北
橘
町
、
前
橋
市
富
士

見
町
の
３
市
１
村
に
展
開
す
る
２
，
４
０

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
地
を
対
象
に
、
国
営

赤
城
西
麓
土
地
改
良
事
業
が
始
ま
り
、
昭

和
58
年
度
に
赤
城
西
麓
土
地
改
良
区
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
で
は
、
赤
城
北
ろ

く
用
水
が
供
給
さ
れ
て
い
な
い
１
，
２
３

７
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
農
地
で
す
。

念
願
の
赤
城
北
ろ
く
用
水
完
成

　

戦
後
、
赤
城
の
大
地
に
入
植
し
た
開
拓

者
に
と
っ
て
、
最
大
の
悩
み
は
『
水
』
で

し
た
。
こ
の
地
は
水
場
が
な
い
干
ば
つ
地

帯
で
、
生
活
の
た
め
に
わ
ず
か
な
湧
き
水

を
く
み
に
行
く
ほ
ど
だ
っ
た
た
め
、
開
拓

者
た
ち
は
共
に
団
結
。
農
林
水
産
省
や
群

馬
県
に
、
農
業
用
水
で
あ
る
畑
地
か
ん
が

い（
畑
か
ん
）と
主
に
飲
み
水
で
あ
る
営
農

飲
雑
用
水
の
整
備
を
要
請
し
続
け
、
つ
い

に
群
馬
県
営
開
拓
改
良
事
業
・
赤
城
北
ろ

く
地
区
が
昭
和
35
年
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
開
拓
者
に
と
っ
て
負
担
金

を
支
払
う
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
自

分
の
畑
に
埋ま

い

設せ
つ

さ
れ
る
農
業
用
水
管
の
穴

掘
り
を
施
工
業
者
か
ら
請
け
負
い
、
ス

コ
ッ
プ
や
鍬く
わ

を
使
っ
て
自
力
で
掘
り
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
作
業
に
は
、

大
人
の
男
性
だ
け
で
な
く
女
性
や
中
学
生

以
上
の
男
児
ら
も
参
加
し
、
総
延
長
64
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
全
て
人
力
で
掘
り
進
め
、

昭
和
41
年
７
月
、
念
願
の
「
赤
城
北
ろ
く

●
昭
和
25
年

　

赤
城
裏
水
道
が
完
成

水
量
が
少
な
く
竹
筒
の
管
だ
っ
た

の
で
故
障
や
漏
水
が
多
発
し
た
。

●
昭
和
41
年

　

赤
城
北
ろ
く
用
水
工
事
が
完
成

●
平
成
16
年

赤
城
西
麓
用
水
の
工
事
と
区
画

整
理
が
完
了

●
平
成
22
年
〜

赤
城
北
ろ
く
用
水
施
設
の
改
修
開
始

●
平
成
28
年
〜

赤
城
西
麓
用
水
施
設
の
改
修
開
始

水
も
、
用
水
の
安
定
供
給
は
も
ち
ろ
ん
、

漏
水
な
ど
の
不
測
の
事
態
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
管
轄
す
る
両
土
地
改
良
区
が
常
に

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、赤
城
北
ろ
く
用
水
施
設
は
、

完
成
か
ら
既
に
50
年
以
上
、
赤
城
西
麓
用

水
も
最
初
の
県
営
事
業
の
完
了
か
ら
30
年

の
歳
月
が
経
過
し
、
老
朽
化
に
伴
う
施
設

の
大
規
模
な
更
新
が
徐
々
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
計
画
や
費
用

負
担
な
ど
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

農
業
を
豊
か
に
し
た

土
地
改
良
の
歴
史念願の赤城北ろく用水が完

成。スプリンクラーで試運
転を行った（追分）。

整然とした畑や道路になり大規
模農業が可能になった。

赤城北ろく土地改良区
事務局長　小池　和弘さん

◀昭和村を潤す農業用水
　 　最初に、赤城北ろく用水が
完成。続いて、根利川からの
自然流下方式へ計画変更した、
赤城西麓用水が完成。加えて、
大規模農道、利根沼田望郷ラ
イン、関越自動車道・昭和イ
ンターチェンジなど道路網が
整備され、農地の区画整理も
行われたことで、大型輸送や
大規模農業が可能になった。

水源の根利川などから

赤城西麓用水の届く畑
（平成16年完成）
赤城西麓用水の届く畑
（平成16年完成）

赤城北ろく用水の届く畑
（昭和41年完成）
赤城北ろく用水の届く畑
（昭和41年完成）

水源の
鷹ノ巣川などから

大規模農道
利根沼田望郷ライン
関越道

昭和 IC
　

し
か
し
、
当
初
の
計
画
で
は
渋
川
市
赤

城
町
津
久
田
付
近
の
利
根
川
か
ら
水
を
く

み
上
げ
、
高
さ
約
４
８
０
メ
ー
ト
ル
を
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
で
運
ん
で
く
る
計
画
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
電
気
代
だ
け
で
年
間
２
億
２

千
万
円
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
村
内
４
８

２
人
の
農
家
が
計
画
見
直
し
の
異
議
申
し

立
て
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
計
画
が
見
直
し
と
な

り
、
当
時
の
計
画
地
点
か
ら
約
30
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
上
流
の
、
根
利
川（
沼
田
市
利

根
町
）に
取
水
位
置
を
変
更
。
自
然
流
下

で
運
ば
れ
て
く
る
た
め
、
電
気
代
は
年

間
１
千
８
０
０
万
円
程
度
と
大
幅
に
抑

え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
上
流
の
清
流
で

あ
る
こ
と
か
ら
関
東
で
も
一
、
二
を
誇

る
き
れ
い
な
農
業
用
水
が
実
現
し
、
農

地
の
大
規
模
な
区
画
整
理
と
あ
わ
せ
て

平
成
16
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
赤
城
西
麓
用
水
の
完
成
で
畑
地

か
ん
が
い
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
干

ば
つ
に
強
い
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
栽
培
だ

け
で
な
く
、
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
と

い
っ
た
葉
物
野
菜
や
果
樹
、
花
き
の

栽
培
、
用
水
が
な
け
れ
ば
生
産
が
難

し
い
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
用
い
た

雨
よ
け
ほ
う
れ
ん
草
や
ト
マ
ト
の
栽

培
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
複
合
経
営
も

可
能
と
な
り
、
農
業
経
営
の
幅
が
一

気
に
広
が
り
ま
し
た
。

施
設
の
管
理
と
今
後
の
課
題

　

赤
城
北
ろ
く
用
水
も
赤
城
西
麓
用

赤城西麓土地改良区
事務局長　加藤 厚徳さん

赤城西麓土地改良区
総務課長　倉澤 正志さん

発展・再生期 成長期 黎明期

根利川頭首工（沼田市）
根利川上流の清流がここで取り込まれ
赤城西麓用水となる。おいしい野菜の
もととなる、きれいな水。

利根調整池（沼田市）
根利川頭首工から送られた水を貯める
広大な池。流量を調整し受益地（区域
内の畑）に送られる。手前は親水公園。

管理システム（渋川市）
赤城西麓土地改良区の中央管理事務所
にあり、各施設の水の状況を把握し常
に監視している。

区画整理前

区画整理後後

「やさい王国」の恵み
 ―歴史と想いが詰まった、おいしい野菜―

特
集
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細心の注意を払い甘くて美しいぶどうへ
 藤井　勝治さん（永井）
　「紅

べに

伊
い

豆
ず

」や「巨峰」といったぶどうを中心に栽培。甘
くておいしいぶどうになるよう、手間のかかる「つる」
の手入れは欠かせません。出荷するために、色味も大
事なので細心の注意を払っています。今後は、人気の
「シャインマスカット」にも挑戦したいですね。

おいしいりんごを広めたい
 石井　秀樹さん（南内出）
　「ふじ」や「ぐんま名月」などのりんごを中心に栽培し
ており、古い木では樹齢80年になるものもあります。
贈答品としての注文もあることから、お客さんに喜ん
でもらえるよう、量より質を追求し、常に品質の高い
りんごを出荷できるよう心がけています。

おいしいトマトに手間を惜しまず
 金子　幸雄さん（常木）
　形がきれいでおいしいトマトを安定して出荷できる
よう、先々のスケジュールを読みながら栽培していま
す。雨よけ（ハウス）栽培のトマトは、特に夏は遮光ネッ
トをかけることもあって大変ですが、お客さんに喜ん
でもらえるよう特に品質にこだわっています。

07 ぶどう 06 りんご 05 トマト08 酪農

安心安全で新鮮な乳製品を
 須藤　泰人さん（赤城原第一）
　６頭の乳牛から出発し、現在は1,300頭規模の牧場
に成長しました。株式会社ミルクロードとして、牛乳
をしぼるところから、乳製品に加工して直接店頭販売
するところまで一貫して自社で行うことで、安心安全
で新鮮な乳製品をお届けしたいと取り組んでいます。

世代を超えておいしさ届けたい
 竹内　崇さん（宮貝戸）
　キャベツは大手ハンバーガーチェーンの契約栽培が
大部分を占めているため、高品質と供給責任に応え、
安定して収穫できるよう心がけています。生産者同様
に消費者も世代交代していく中で、品質を追求したお
いしさもつなげていけるよう頑張っています。

鮮度抜群のレタスを素早く出荷
 星野　元春さん（長者久保）
　赤城高原の昼夜の寒暖差を生かし、自然の恵みを受
けたおいしいレタスづくりに取り組んでいます。収穫
は早朝まだ明るくなる前から行い、鮮度抜群のレタス
を素早く出荷しています。これからも安定供給できる
よう、計画的に栽培していきます。

ノウハウを生かし計画的に栽培
 臼木　英幸さん（赤谷）
　病気に強く、おいしいほうれん草が安定して収穫で
きるよう心がけています。常に長期的な天気予報を確
認し、季節や畑の土の具合に応じて種の種類や肥料の
配分を変えています。試行錯誤を繰り返す分、確実に
ノウハウは蓄積されていきます。

01 キャベツ02 レタス03 ほうれん草04 こんにゃくいも

長い栽培期間の集大成のために
 加藤　亮輔さん（森下中）
　就農して５年目を迎え、こんにゃくいも栽培の大変
さや楽しさを感じています。こんにゃくいもは繊細な
上に栽培に３年かかり、集大成である収穫が年１回だ
けなので、病気などには細心の注意を払っています。親
や同業の先輩方にノウハウを学び取り組んでいます。

おいしい作物を育
はぐく

む
―「やさい王国」の主役―

先人たちが切り拓いた赤城山麓の広大な畑。そして、上流のきれいな水
をはじめ自然の恵みをたっぷり受け、おいしい作物が育まれています。

「やさい王国」の恵み
―歴史と想いが詰まった、おいしい野菜―

特
集
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豊
か
な
食
材
を
安
定
供
給

―
「
や
さ
い
王
国
」
の
供
給
拠
点
―

生
産
者
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
、
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
や

く
だ
も
の
な
ど
。
そ
れ
を
、
い
つ
で
も
気
軽
に
購
入
で
き
る
の
が
道
の

駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」
の
旬し

ゅ
ん

菜さ
い

館か
ん

で
す
。

好
立
地
の
旬
菜
館

　

関
越
自
動
車
道
・
昭
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
隣
接
し
た
好
立
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
村
内
だ
け
で
な
く
村
外
・
県
外
か
ら

も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
、
道
の
駅
「
あ

ぐ
り
ー
む
昭
和
」。
そ
の
敷
地
内
に
あ
り

な
が
ら
、
道
の
駅
が
誕
生
す
る
よ
り
も
前

か
ら
営
業
し
て
い
る
農
産
物
直
売
所
「
旬

菜
館
」
は
、
地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
、
加
工
食
品
な
ど
の
供
給
拠
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

旬
の
食
材
が
店
頭
に
並
ぶ

　

旬
菜
館
で
は
、
季
節
ご
と
に
旬
の
食
材

が
店
頭
に
並
び
ま
す
。
冬
で
あ
る
今
か
ら

春
に
か
け
て
は
「
山
う
ど
」
や
「
ふ
き

の
と
う
」、
夏
場
は
「
と
う
も
ろ
こ
し
」

や
「
キ
ャ
ベ
ツ
」「
雨
よ
け
ほ
う
れ
ん
草
」、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
「
り
ん
ご
」
や

「
白
菜
」
な
ど
。
珍
し
い
野
菜
が
店
頭
に

並
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
採
れ
た
て
で
鮮
度
が
よ
く
、
甘
く
て

だ
と
思
い
ま
す
」
と
続
け
ま
す
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
つ
い
て
は

「
客
足
の
極
端
な
落
ち
込
み
が
少
な
か
っ

た
ば
か
り
か
、
昨
年
８
月
に
つ
い
て
は
史

上
ま
れ
に
見
る
売
り
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

旬
菜
館
は
、
豊
富
に
出
荷
し
て
い
た
だ
く

新
鮮
な
野
菜
が
売
り
。
そ
れ
を
目
当
て
に

お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
す
し
、
宅
配
便

を
使
っ
た
遠
隔
地
の
注
文
に
も
応
じ
て
い

ま
す
」
と
綿
貫
店
長
。

　

農
産
物
直
売
所
で
あ
る
旬
菜
館
で
は
、

生
産
者
の
顔
が
見
え
ま
す
し
、
地
元
の
畑

で
収
穫
さ
れ
て
か
ら
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の

時
間
が
短
く
、
と
に
か
く
鮮
度
が
よ
い
状

態
で
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大
き

な
魅
力
で
す
。

お
い
し
い
昭
和
村
の
自
慢
の
高
原
野
菜
を

お
客
さ
ん
に
買
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
旬

菜
館
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
」と
話
す
の
は
、

旬
菜
館
に
勤
め
る
外と

処ど
こ
ろ

か
ほ
り
さ
ん（
沼

田
市
）。

　

店
長
の
綿
貫
隆
さ
ん（
森
下
中
）も
「
多

く
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、そ
の
季
節
、

そ
の
季
節
の
代
表
的
な
野
菜
を
豊
富
に
出

荷
し
て
も
ら
え
る
た
め
、
そ
れ
に
魅
力
を

感
じ
る
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
期
待
に
た
が
わ
な
い
充
実
し

た
品
揃
え
で
対
応
で
き
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

　

最
近
は
、
大
手
の
農
家
さ
ん
や
若
い
生

産
者
の
方
々
も
旬
菜
館
に
出
荷
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、
選
択
肢
の
幅
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
定
供
給
が
魅
力

　

綿
貫
店
長
は
「
農
家
の
方
々
の
努
力
で

追
加
の
出
荷
・
陳
列
に
も
対
応
し
て
い
た

だ
け
て
い
る
の
で
、
お
客
さ
ん
に
商
品
を

安
定
供
給
で
き
る
こ
と
も
旬
菜
館
の
魅
力

昭和村の旬のやさいカレンダー

道の駅「あぐりーむ昭和」旬
しゅん

菜
さ い

館
か ん

1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

じゃがいもじゃがいも

いちごいちご

さくらんぼさくらんぼ

ぶどうぶどう

りんごりんご

ほうれん草
小松菜
ほうれん草
小松菜

レタス
玉ねぎ
レタス
玉ねぎ

キャベツ
白菜
キャベツ
白菜

トマトトマト

こんにゃくいもこんにゃくいも

アスパラガス
山うど

アスパラガス
山うど

※ 天候などの自然条件により、時期が前後したり収穫できない
こともありますので、目安としてご覧ください。

ていねいに育てられた旬の作物は栄
養たっぷり。野菜やくだもの本来の
おいしさが楽しめます。

◆住所　昭和村大字森下2406－2
◆問合せ　☎０２７８－５０－３００３
◆営業時間　午前９時～午後６時
　　　11月～３月は午後５時まで
※１月１日～３日と１月18日は休業

N

●道の駅
　あぐりーむ昭和

昭和 IC

●
キ
ヤ
ノ
ン
電
子

●
味
の
素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ

関
越
自
動
車
道

昭
和
イ
ン
タ
ー
線

▼旬菜館

「やさい王国」の恵み
 ―歴史と想いが詰まった、おいしい野菜―

特
集



広報しょうわ　Dec. 202113 Dec. 2021　広報しょうわ 12

レタス
星野元春さん（長者久保）

ぶどう
藤井勝治さん（永井）

酪農
須藤泰人さん（赤城原第一）

いちご
星野高章さん（追分）

ほうれん草
臼木英幸さん（赤谷）

こんにゃくいも
加藤亮輔さん（森下中）

トマト
金子幸雄さん（常木）

りんご
石井秀樹さん（南内出）

｢

や
さ
い
王
国｣

の
恵
み
を

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い

「やさい王国」の恵み
 ―歴史と想いが詰まった、おいしい野菜―

特
集

昭和村の生産規模ランキング
こんにゃくいも 全国１位
作付面積が国内の約３割を占め、日本一の生産規模を誇ります。
群馬県の作付面積では全国の９割を占めています。

ほうれん草 群馬県１位
群馬県産の出荷量が農林水産省の令和２年度野菜生産出荷統計で
全国１位となりました。昭和村は作付面積で県１位です。

小豆 群馬県１位
県内の小豆は昭和村をはじめ、ほぼ全て利根沼田地域で生産され
ています。中でも白小豆は老舗和菓子店「とらや」（東京都）の和
菓子に使われています。

キャベツ 群馬県２位

いちご 群馬県２位

トマト 群馬県３位

レタスも全国有数の生産地となっていますが、統計データが公開さ
れていません。

※2015年農林業センサスの統計データによります。

　

現
代
の
農
業
は
、
離
農
や
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
、
食
料
自
給
率

の
低
下
、
耕
作
さ
れ
ず
に
放
棄
さ
れ
る
畑
の
増
加
な
ど
多
く
の
課
題
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
昭
和
村
に
当
て
は
ま
る
問
題
も
少

な
か
ら
ず
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
方
で
昭
和
村
で
は
、
農
家
の
経
営
を
受
け
継
い
で
い
る
若
い
後

継
者
も
多
く
存
在
し
、
農
地
に
し
て
も
、
耕
作
放
棄
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い

ば
か
り
か
、
足
り
な
い
た
め
に
近
隣
の
市
町
村
で
借
り
て
い
る
場
合
さ
え

あ
る
ほ
ど
で
す
。

　

そ
れ
は
、
農
家
さ
ん
自
身
が
、
よ
り
良
い
方
向
に
進
む
た
め
に
新
し
い

技
術
や
経
営
を
模
索
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
や
葉
物
野
菜
、
果
物
な
ど
の
生
産

規
模
か
ら
も
こ
う
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
大
規
模
で
効
率
よ
く
営
農
で
き
る
下
地
と

な
っ
た
、
き
れ
い
な
水
が
潤
す
広
大
な
畑
を
生
み
出
し
て
く
れ
た
、
開
拓

者
を
は
じ
め
と
し
た
先
人
た
ち
の
苦
労
と
努
力
で
し
た
。

　

昭
和
村
で
採
れ
た
お
い
し
い
作
物
に
は
、
そ
う
し
た
先
人
た
ち
の
想
い

と
、
そ
れ
を
受
け
継
い
で
先
頭
に
立
ち
農
業
と
向
き
合
っ
て
い
る
現
役
農

家
の
方
々
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
「
や
さ
い
王
国
」
昭
和
村
の
野
菜
は
お
い
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
多
く
の
人
々
が
つ
な
い
で
き
た
、
歴
史
と
想
い
が
詰
ま
っ
た

お
い
し
い
野
菜
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
集
「
や
さ
い
王
国
」
の
恵
み　

―
完
―
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